
ト
ミ
l

ト
毛

の

所

在

は

明

白

で

な

い

。

め

た

。

ト
Z
ヲ
カ
ト
ヨ
ゾ
ウ

富
岡
盟
諸
肱
大
地
管
滞
の
一

ト
ム
ロ
ベ
ツ
シ
ヨ
戸
室
別
所

河
北
郡
小
坂
庄

御
歩
で
、
元
総
三
年
召
出
さ
れ
、
武
山
山山
内
と
椛
し

一
に
邸
す
る
郎
出
問
。
向
H
M
m

の
調
書
に
、
こ
の
衡
の
持
山

て
五
人
扶
持
そ
受
け
、
四
年
二
十
五
人
扶
持
に
進
み
、
一
に
械
翻
屋
政
と
い
ふ
が
あ
る
。
文
川
畑
地
と
都
し
て
こ

資
永
七
年
二
且
歩
目
付
に
任
じ
、
同
且
老
院
村
井
主

一
間
四
方
の
も
の
が
あ
り
、
音
寺
切
の
在
っ
た
腕
で
あ

股
が
切
腹
を
命
ぜ
ら
れ
た
時
之
脅
介
卸
し
た
。
正
徳

一
る
と
閉
す
る
。

}
乱
年
そ
の
子
佐
七
郎
非
を
得
た
錦
、
伊
同
併
の
胞
を

一

ト
ム
ロ
ヤ
マ
戸
室
山

河
北
郡
の
雨
郎
に
在
る
。

止
め
ら
れ
、
姓
を

u
mと
改
め
、
山下保
十
六
年
御
歩

一
-Mさ
抗
凶
八
米
o
地
聞
は
向
閃
安
山
岩
。
金
城
挺
和
銀

小
限
と
な
り
、
究
保
元
年
老
年
の
曲川島
ι
以
て
目
見
ぜ
ら

一
に
、
戸
室
山
は

m，
尚
領
で
あ
り
、
石
切
丁
場
の
石

れ
、
延
享
二
年
四
月
七
十
況
践
で
問
問
。

一
材
芥
び
に
一

山
を

mJ島
村
に
預
け
て

番
人
を
命
ぜ

卜
ム
ロ
イ
シ
戸
室
石

河
北
郡
戸
室
山
か
ら
出

一
ら
れ
て
ゐ
ろ
と
し
、
部
同
記
に
は
、
戸
室
と
は
務
澄

す
石
材
。
血
尾
記
に
、
こ
の
石
の
切
出
し
は
、
文
純

一
が
筒
王
山
初
定
の
時
に
、
内
外
の
室
が
あ
っ
た
中
の

元
年
二
且
前
倒
利
家
上
格
中
、
利
長
に
金
紗
城
の
mu
一
外
室
で
、
山
照
に
戸
室
椛
現
の
小
前
が
あ
る
と
記
す

昨酬
を
命
ぜ
ら
れ
、石
原
用
の
石
材
キ
一
得
た
に
初
る
が
、
一
る
。
戸
室
抑
制
剖
は
ま
た
飛
机
椛
到
と
も
い
う
た
。
ー

そ
の
頃
の
丁
裂
は
砕
か
で
な
い
。

利
治
の
時
に
は
中

一
ト
プ
ロ
プ

Y
ゲ

y

飛
約
鱗
到
。

山
村
領
か
ら
出
し
、
自
ら
人
夫
そ
慌
し
た
防
と
て
中

一

納
言
山
と
い
ふ
が
あ
る
。
今
は
前
水
村
制
に
了
坊
が

一

あ
っ
て
、
務
の
御
歩
を
出
し
そ
の
閑
そ
勤
め
る
と
担

一

す
る
。
し
か
し

現
時
で
は
専
ら

m，
助
制
か
ら
探
剣

一

す
る
、
戸
市
当
石
に
は
紅
色
な
る
と
背
色
な
る
と
が
あ

一

り
、
前
者
は
紅
色
石
川
相
申
に
白
色
料
提
石
川凪
び
自
殺

一

色
向
閃
石
を
有
し
、
後
半
u
は帆町
色
石
以
巾
に
間
続
の

一

斑
点
を
存
し
、
赤
戸
室
・
背
戸
室
と
呼
ん
で
ゐ
品
。

一

金
城
深
秘
録
に、

赤
石
一
尺
六
方
目
方
十
七
民
ご
百

一

目
、
水
に
前
七
百
回
泊
。
古
石
一
尺
六
方
同
方
十
入

一

民
四
百
目
、
水
に
泊
四
百
日
町
と
見
え
る
。

一

ト
ム
ロ
ゴ
ン
ゲ
ン
戸
室
権
現
」
ト
ム
ロ
ヤ

マ
一

戸
室
山
。

一

ト
ム
ロ
シ

Z
ヅ

戸

室
清
水
河
北
側
に
邸
す
る

一

郎
」
柄
。
明
治
巾
小
坂
庄
の
清
水
を
戸
室
前
水
に
改
め

一

た
。

一

ト
ム
ロ
ナ
カ
ヤ
マ
戸
室
中
山

河
北
郡
に
邸
す

一

る
部
目
前
。
明
治
中
金
総
泡
の
巾
山
や
-戸
室
巾
山
に
政

一

袈
し
た
。

ト
ミ
ナ
ガ
マ
サ
ヨ
シ

富
永
全
畠
辺
癖
数
応
。

元
職
周
年
笠
父
久
兵
衛
昌
親
の
治
跡
三
百
武
十
石
を

製
ぎ
、
表
小
将
・御
使
番
・定
番
思
廻
関
等
の
脱
に
笛

・り
、
事
保
丸
年
三
百
石
を
加
へ
、
資
限
九
年
叉
五
百

石
を
崎
し
て
千
況
十
石
と
な
り
、
人
持
組
に
列
し
、

十
一日一年致
仕
、
名
を
脱
抑
と
摂
し
た
。
明
和
元
年
正

月
七
日
夜
、泊予
年
七
十
八
。
稽
古
紀
間
・
+
一
日
目
武
点
問

答

・
附
間
口
明
緋
杷
町
す
の
若
が
あ
る
。
闘
に
+-邑
そ
佐
々

金
昌
に
作
る
も
の
は
様
で
あ
る
。

ト

Z
ナ
ガ

Z
夕
日

富
一説
御
曲目

石
川
郡
に
在
っ

た
。

耐
悶
妙
に
、『
富
永
御
厨
、
ご
宮
、
二
百
除
町
、

内
宮
上
分
三
十
石
、
口
入
百
二
十
石
、
外
宮
上
分
十

石
、
魚
五
十
川且
、
雑
用
米
四
十
行
。
』
と
あ
っ
て
、
ご

所
大
榊
包
の
跡
顕
で
あ
っ
た
。
叉
元
弘
=
一
年
七
且
廿

一-
一日
の
庭
園
田
に
は
、
加
賀
凶
円
M

永
御
厨
を
臨
川
守
領

と
し
て
何
百
領
せ
し
め
る
こ
と
が
見
え
、
文
伏
見
宮
家

文
部
に
は
、
政
太
宰
帥
規
正
御
辿
領
自
永
御
厨
が
地

問
の
犯
に
抑
妨
せ
ら
れ
た
こ
と
を
促
し
で
あ
る
。

ト
Z
ナ
ガ
ZAγ
リ
ヤ
シ
ン
メ
イ
シ
ヤ

富
一
武
御
厨

神
明
社
石
川
郡
寺
中
な
る
大
野
総
榊
枇
境
内
宋
枇

と
し
て
存
す
る
。
式
内
容
部
枇
杷
に、
『
町
永
御
厨
榊

明
駐
。
大
野
郷
寺
中
村
銀
座
o
m副社
也
。
』
と
あ
る
。

ト

Z
J
シ
ン
ベ
エ

富
野
新
兵
衛

初

め

て

前
凶

氏
に
仕
へ
た
。
子
叉
苦
は
二
百
石
を
領
し
、
貸
永
田

年
に
授
。
六
代
駒
之
助
の
時
、
幼
少
で
憐
三
の
一

中

死
し
、
明
和
元
年
家
断
絶
し
た
。

ト
Z
モ
ト
チ
ョ
ウ

富
本
町

金
仰
の
町
名
。
名

携
の
陶
楽
は
祥
か
で
な
い
が
、
元
は
法
附
寺
町
の
小

名
で
も
あ
ら
う
。

ト
Z
ヤ
ス
シ
ョ
ウ

富
安
庄

建
久
ご
年
十
且
の

注
地
御
班
一
年
中
諜
役
事
に
笛
安
来
、
後
白
河
院
長

常
時
晶
領
目
録
に
加
賀
日
安
舷
と
見
え
る
が
、
こ
の
庄

ト
ム
ロ
ヤ
マ
マ
ツ
リ
戸
霊
山
祭

出
附
政
の
時
二

月
十
日
に
戸
霊
山
祭
が
行
は
れ
た
。

河
物
相
戸
霊
山

L
F
4
'
a
 

の
訓
綴
印
ち
所
前
飛
約
械
裂
の
祭
で
あ
る
。

ト

メ

ガ

キ

留
零
時
耐
政
中
各
役
所
の
也
記
の
般

に
九
日
山
吊
中
日
や
剛
山
む
と
い
う
た
。
但
し
年
街
中
仰
に
限

り
、
執
筑
と
割
問
し
て

mmUと
は
怠
は
な
か
っ
た
。

ト

モ

ア

ヲ

伴
阿

男

=
一
代
目
録
に
'以
削
八
年
九

且
伊
搾
男
等
が
限
一
大
門
を
焼
い
た
非
に
臨
し
、
従
抗

位
上
下
野
守
仲
宿
耐
阿
男
は
能
nw
凶
に
配
流
せ
ら
れ

た
と
あ
る
。

ト
モ
イ
へ
友
家

加
賀
の
刀
工
。
際
尚
一
波
で
、

文
明
の
比
の
入
。
友
家
と
切
る
。

ト
モ
オ
サ
へ
供
押

滞
侠
依
行
の
行
列
に
は
、

母
後
に
御
供
押
さ
へ
と
い
ふ
者
が
沢
人
許
防
た
。
身

長
六
尺
に
近
き
亘
泌
そ
探
び
、
誕
に
そ
の
減
く
附
笠

の
ザ

-m門
如
上
に
笛
石
部
分
〉
を
特
に
高
〈
却
し
、
太

き
緊
紛
の
nH
淵
羽
織
を
着
せ
し
め
た
。
身
分
は
定
番

御
歩
で
あ
る
。

六
O
O

ト
モ
カ
ゲ

永
正
頃
。

ト

モ

キ

ヨ

友
清

加

自
の
刀
工
。
古
万
矧
で
友

病
叉
は
際
原
友
清
と
切
る
も
の
は
際
安
比
の
人
。
新

刀
期
で
は
加
州
住
際
阪
大
技
友
消
と
切
る
も
の
が
あ

っ
て
、
究
永
頃
の
人
。

ト

モ

キ

ヨ

知
清

加

到
の
刀
工
。
備
知
消
と
切

る
。
陀
縦
尼
一
僚
に
邸
す
る
新
万
で
あ
る
が
、
午
代

不
明
で
あ
る
。

ト
モ
サ
ダ

友

定

加

到
の
万
工
。
加
州
際
限
友

定
と
切
る
。
永
正
頃
。

ト
モ
ザ
ダ
友
貞

切
る
。
天
保
頃
。 友

最

加
犯
の
刀
工
‘友
授
と
切
る。

加
む
の
刀
工
。
際
島
友
貞
と

ト
モ
シ
ゲ

友

重

加

賀
の
万
工
。
そ
の
初
砲
は

来
附
俊
の
門
下
で
、
本
凶
鎚
前
、
石
川
郡
山
尻
村
に
旅

位
し
た
と
い
は
れ
る
。
友
設

・
隠
れ
何
友
軍
又
は
隙
ぬ

と
切
り
、
建
武
頃
の
人
。
文
友
蹟
・限
れ向
・勝
山
州
友
重

と
切
っ
て
貞
治
頃
な
る
も
あ
る
。
叉
加
州
際
原
料
陸

酸
島
友
窓
際
永
一
一年
・熊
川崎
友
情
凱
雌
永
=
一年
・剛山氷
十

年
と
切
る
も
あ
る
。
又
友
震
・際
局
友
買
・阪
駅
友
情
肌

と
切
り
て
文
明
頃
な
る
も
あ
る
。
叉
加
州
住
隣
ぬ
友

鼠
天
正
八
年
と
切
る
も
あ
る
。
凡
そ
邸
永
前
か
ら
天

王に日中一
る
ま
で
幾
代
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

次
い

で
新
万
矧
に
主
り
て
は
、
加
州
際
烏
友
窓

・
加
州
際

原
友
重
と
切
つ

で
元
和
頃
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。
加

州
佐
藤
原
友
一
度
承
服
三
年
入
且

・
加
州
住
次
兵
術
際

烏
友
重
涯
賃
問
年
入
月
と
切
る
も
の
。
白
州
金
持
住

三
郎
右
衛
門
尉
際
限
友
取
点
草
川
甲
子
抜
入
且
吉
日
と

切
る
も
の
が
あ
り
、
廷
に
京
っ
て
絶
家
し
た
。

ト
モ
チ
カ

友
近

加
引
の
万
工
。
加
州
自
陣
住

友
近
と
切
旬
、
医
長
頃
の
人
と
古
今
鍛
冶
備
考
に
は

記
し
て
ゐ
る
が
、肖
命
と
い
ふ
の
は
明
ら
か
で
な
い
。

ト
モ
ツ
グ
友
次

加
賀
の
万
工
で
阪
島
一

一献に


